
2026 年 1 月 25 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕節第 5 主日                 No. 4 
 

主日礼拝   

 

前奏  

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「一生の間、あなたの行く手に立ちはだかる者はないで

あろう。わたしはモーセと共にいたように、あなたと

共にいる。あなたを見放すことも、見捨てることもな

い。」             (ヨシュア 1：5) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

交読詩編 30:1～6 
 

司式者：主よ、あなたをあがめます。 

会 衆：あなたは敵を喜ばせることなく 

    わたしを引き上げてくださいました。 

司式者：わたしの神、主よ、叫び求めるわたしを 

会 衆：あなたは癒してくださいました。 

司式者：主よ、あなたはわたしの魂を陰府から引き上

げ 

会 衆：墓穴に下ることを免れさせ 

一緒に  :わたしに命を得させてくださいました。 

司式者：主の慈しみに生きる人々よ 

会 衆：主に賛美の歌をうたい 

一緒に  :聖なる御名を唱え、感謝をささげよ。 

司式者：ひととき、お怒りになっても 

会 衆：命を得させることを御旨としてくださる。 

司式者：泣きながら夜を過ごす人にも 

会 衆：喜びの歌と共に朝を迎えさせてくださる。 

 
 
 
 
 

賛美 18-1,2「心を高くあげよ!」 

 
 

祈祷 
 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書 マルコによる福音書 1:21～28 新約(新共同訳) p62 

21一行はカファルナウムに着いた。イエスは、安

息日に会堂に入って教え始められた。22人々はそ

の教えに非常に驚いた。律法学者のようにではな

く、権威ある者としてお教えになったからである。 

23そのとき、この会堂に汚れた霊に取りつかれた

男がいて叫んだ。24「ナザレのイエス、かまわな



いでくれ。我々を滅ぼしに来たのか。正体は分かっ

ている。神の聖者だ。」25イエスが、「黙れ。こ

の人から出て行け」とお叱りになると、26 汚れた

霊はその人にけいれんを起こさせ、大声をあげて

出て行った。27人々は皆驚いて、論じ合った。「こ

れはいったいどういうことなのだ。権威ある新し

い教えだ。この人が汚れた霊に命じると、その言う

ことを聴く。」28イエスの評判は、たちまちガリ

ラヤ地方の隅々にまで広まった。 
 

 

賛美 432「重荷を負う者」 

 

 
 

説教 「イエスさまの権威ある教え」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 419「さあ、共に生きよう」 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 

 

後奏  
 
 

司 式   山野上 純子 

説 教    向井 希夫牧師 

奏 楽   大代 惠 
 

 


